沖縄の新基地建設を中止し、

基地の全面撤去を求める請願署名

内閣総理大臣　殿　

衆議院議長　殿　

参議院議長　殿

【請願趣旨】

　太平洋戦争末期、沖縄では国体護持の時間稼ぎのために大規模な地上戦が行われました。２０万人余の人々が命を失い、最大の犠牲者は住民でした。以後、米軍は日本軍の基地だけでなく、住民の土地も銃剣とブルドーザーなどで強制的に奪い、米軍基地を整備・拡張していきました。２７年間、沖縄は米軍の軍事的植民地支配下におかれたのです。

　１９７２年、沖縄県は日本に復帰しました。しかし、米軍基地は居座り続け、在日米軍専用施設の約７５%が沖縄に集中し､本島面積の約２０%は米軍基地です。これが沖縄の持続的な経済の発展にとって最大の障害となっています。

　いま日米両政府は、ＳＡＣＯ最終合意に基づき､老朽化した基地を最新鋭の基地に整備するなど、沖縄を巨大なハブ（中軸）基地として強化・固定化し、２１世紀までも沖縄県民に基地を押しつけようとしています。また、沖縄の米軍基地は沖縄県民の生存権と日本の独立、主権を奪うだけでなく、アジアと世界の人びとを苦しめるものでもあります。

　普天間基地の「代替」基地として名護市辺野古沖につくられる新出撃基地は、ジュゴンをはじめ稀少生物がすむ“海のゆりかご”を埋め立てるものです。天然記念物ヤンバルクイナなどが生息する自然豊かな森も壊滅的な打撃を受けます。また新基地は近隣の基地群と一体化することで、在沖米軍基地全体が飛躍的に機能強化されます。那覇軍港の「代替」基地も巨大軍港建設がねらいです。

　私たちはもう我慢の限界です。基地のない豊かな沖縄を取り戻すことは私たちの切実な願いです。
【請願事項】

１、名護市辺野古の出撃基地建設をはじめ、あらゆる新基地建設をやめること

２、県内・国内での基地のたらい回しをやめ､普天間基地や那覇軍港をただちに全面撤去すること
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